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Avocent PM PDU用
DSView 3ソフ トウェア ・ プラグイン

DSView 3管理ソフ ト ウェア用Avocent PM PDU （アボセン ト電源管理配電ユニッ ト ） プラ

グインによって、 DSView 3ソフ ト ウェアからAvocent PM PDUにアクセスして構成や管理

を実行する こ と が可能にな り ます。 本書に記載の情報は、 DSView 3のヘルプおよび

Avocent PM PDUの 「インス トーラ／ユーザー ・ ガイ ド」 に対する補足をなすものです。

特定の機能に関する詳細については、 該当する製品マニュアルを参照して ください。

注 ：  Avocent PM PDUのOBWI （On-Board Web Interface） を介した操作は、 DSView 3ソ フ ト ウェアからPM
PDUを管理する場合の操作とほとんど同じです。 このため本文書では、 PM PDUのOBWIと異なる機能のみを

説明します。  

操作を開始する前に

PM PDUプラグインは、 DSView 3管理ソフ ト ウェアにプ リ インス トールされている場合

もあ り ます。 プ リ インス トールされていない場合は、 ご使用のDSView 3ソフ ト ウェアの

バージ ョ ンがPM PDUプラグインに対応しているかをアボセン ト の担当者にお問い合わ

せください。 さ らに、 ネッ ト ワークのハブ ・ サーバーと スポーク ・ サーバーのすべてに

プラグインがインス トールされているこ とを確認して ください。

ご使用のDSView 3 ソ フ ト ウ ェア ・ バージ ョ ンにプラ グ イ ンが含まれてない場合は、

DSView 3のヘルプを参照して ください （キーワード ： プラグイン） 。

注 ：  プラグインの追加、 管理にはDSView 3ソフ トウェア管理者のアクセス権が必要です。

概要

PM PDUの管理タスクの大半はOBWIを通じローカルまたはリモートで実行され、 接続さ

れているすべてのデバイスが リ アルタイムで表示されます。 管理者は、 DSView 3ソフ ト

ウェアのWebインターフェイスを使用してPM PDUを構成するこ とができます。 権限を与

えられたその他のユーザーは、 接続されたデバイスにアクセスして ト ラブルシューティ

ングやメンテナンス、 電源の再投入、 再起動を行う こ とができます。
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アプライアンスの追加ウィザード

DSView 3ソフ ト ウェアに正常にログインする と、 DSView 3ソフ ト ウェアにすでに追加さ

れているすべてのデバイスが 「すべてのアプラ イアンス」 画面に表示されます。 追加 ボ
タンを ク リ ッ ク して、 「アプラ イアンスの追加」 ウ ィザード を起動し ます。 このウ ィ

ザードでAvocent PM PDUをネッ ト ワークに追加する手順を説明します。

1つまたは複数のアプライアンス

ウ ィザードの次画面に3つのボタン （詳細は以下の表を参照） が表示されます。

各画面で 次へ ボタンをク リ ッ ク し、 「アプライアンスの追加」 ウ ィザードの指示に従っ

てアプライアンスの追加プロセスを終了します。

注 ：  1台のPM PDUを追加することを選択した場合は、 該当するPDUの名前をDSView 3ソフ トウェアによって

問われます。 この場合はPDUの正しい機種を入力する必要があります。  

アプライアンスへのアクセス

PM PDUをDSView 3ソフ ト ウェアに追加する と、 DSView 3ソフ ト ウェアのサイ ド ・ ナビ

ゲーシ ョ ン ・ バーにある 「ユニッ ト表示」 － 「アプラ イアンス」 － 「すべてのアプラ イ

アンス」 メ ニューにこのPDUが表示されます。 このPM PDUを ク リ ッ クする と、 「概

要」 ページが開きます。

「概要」 ページを開く と、 サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーにPM PDUのメニューの一覧

が表示されます。

 表 1 ： 「アプライアンスの追加」 ウィザードのボタン

ボタン 説明

アプライアンス （1台） を追加します このオプシ ョ ン ・ ボタンをク リ ッ クすると、 ネッ トワーク上にある

PM PDU （1台） を追加できます。  

複数のアプライアンスを追加します このオプシ ョ ン ・ ボタンをク リ ッ クすると、 IPアドレスの一覧から

ネッ トワーク上にあるPM PDU （複数） を指定して追加できます。

ネッ トワーク上のアプライアンスを

IPv4アドレスの範囲またはIPv6サブ

ネッ トから検出します

IPv4アドレスの範囲またはIPv6サブネッ ト を指定して使う ときは、

このオプシ ョ ン ・ ボタンをクリ ックします。  

 表 2 ： 概要の内容

フ ィールド 説明

名前 PM PDUの名前の一覧です。  

タイプ PM PDUのタイプの一覧です。  

ツール PM PDUの構成ツールが含まれます。  
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構成ツール

Avocent PM PDUプラグインはDSView 3管理ソフ ト ウェアのツールに統合されており、 以

下に一覧されている タ ス ク を実行し ます。 このツールは、 アプラ イアンスの 「概要」

ページから利用できます。

 表 3 ： 構成ツール

アプライアンス／ツール 説明

再起動 すべてのアクテ ィブ ・ セッシ ョ ンを終了してPDUを再起動します。

ファームウェアのアップグレード DSView 3サーバーを介してファームウェアをアップグレード します。

再同期 PDUおよびコンセント の構成情報をDSView 3サーバーのデータ ベー

スと同期します。  

構成の保存 （レガシー） PDUの構成データをDSView 3サーバー ・ データベースにバッ クアッ

プします。 保存される構成には、 Web Managerでは表示されない構成

も含まれます。  

構成の復元 （レガシー） 前に保存し たPDU構成を復元し ます。 復元される構成には、 Web
Managerでは表示されない構成も含まれます。

構成テンプレートの保存 特定の名前を付けて、 構成テンプレート を作成します。 保存される構成

テンプレートには、 4ページの表5に記載されている 「Web Manager」
ページが含まれ、 後でこのPDUの構成を複数のPDUに複製したり 、 置

き換え用PDUに構成を復元したりする際に使用できます。

構成テンプレートの適用 構成テンプレートの保存タスクで保存した構成を復元します。

前回正常起動時の構成の保存 前回正常起動時の構成用にあらかじめ設定されている名前を付けて、

構成テンプレート を保存します。

前回正常起動時の構成の適用 前回正常起動時の構成と し て保存さ れた構成テンプレート を復元し

ます。

現在の構成の保存 現在の構成用にあらかじめ設定されている名前を付けて、 構成テンプ

レート を保存します。

現在の構成の適用 現在の構成として保存された構成テンプレート を復元します。

アプライアンスの置き換え 問題のあるPDUを別のPDUに置き換えます。 その際、 置き換え後の

PDUに、 問題のあるPDUの構成テンプレート を適用します。

アプライアンス セッシ ョ ン DSView 3ソフ トウェアを使用し、 SSH接続を介してビューアを起動

します。  

工場出荷時の構成に戻す 工場出荷時のデフォルト値に戻し、 PDUを再起動します。 工場出荷時

のデフォルト値に戻されるのは、 実行中のイメージの構成のみです。

PDUをセキュア ・ モードで追加済みの場合またはDHCPから別のIPア

ド レスをPDUが取得する場合は、 再起動後にPDUを削除し、 DSView 3
ソフ トウェアに追加し直す必要があります。  

アプライアンスのシャ ッ トダウン PM PDUをシャッ トダウンします。  
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前述の表で説明した構成の保存および適用ツールを使用する以外にも、 「ユニッ ト 表

示」 ページでアプラ イアンスを選択して操作 ド ロ ップダウンを選択する と、 次のタスク

を実行できます。  

アプライアンス構成テンプレートのプロパティ

アプライアンス構成テンプレート を利用すれば、 管理者は、 DSView 3 ソフ ト ウェアから

複数のユニッ トの構成を同時に実行できるよ うにな り ます。 アプラ イアンス構成テンプ

レートは、 新しいユニッ ト の構成または既存ユニッ ト の置き換えの際に使用します。 ア

プラ イアンス構成テンプレートに関する詳細については、 DSView 3ヘルプを参照して く

ださい （キーワード ： 構成テンプレー ト ） 。 これらのプロパテ ィは、 「アプラ イアンス

の置き換え」 、 「構成テンプレー ト の適用」 、 「前回正常起動時の構成の適用」 、 また

は 「現在の構成の適用」 を実行したと きにPDUに適用されます。

AvocentおよびCyclades®のPDU用のテンプレート を作成するために、 電源管理ノ ード に新

規「 テンプレート 」 ノ ード が作成さ れています。 PDU構成テンプレート を適用すると 、

テンプレート ノ ード に保存されている設定がチェーンのすべてのPDUに適用されます。  

次の表は、 Avocent PM PDUの構成テンプレートでサポート される 「アプラ イアンスの設

定」 ページを示しています。

 表 4 ： 「ユニッ ト表示」 画面で可能な操作

操作 詳細

バージ ョ ンの表示 現在のPDUブートおよびファームウェアのバージ ョ ンを表示します。

アプライアンスへの名前のプッシュ DSView 3ソ フ ト ウ ェ アは、 データベースに格納されている名前を

PDUとすべてのターゲッ トにプッシュします。

アプライアンスからの名前のプル DSView 3ソフ トウェアは、 PDUとすべてのターゲッ トの名前をプル

して、 DSView 3サーバーのデータベースの同期を行います。

プロパティ DSView 3サーバー ・ データベースのユニッ ト構成をカスタマイズし

ます。

 表 5 ： アプライアンス構成テンプレートがサポート されるページ

アプライアンス設定のメイン ・ ページ アプライアンス設定のサブページ

電源管理 PDU － 設定 － コンセン ト *

PDU － 設定 － PDU*

PDU － 設定 － フェイズ*

PDU － 設定 － バンク*

PDU － 設定 － 環境*

設定

テンプレート
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システム セキュリテ ィ  － セキュリテ ィ ・ プロファイル

日付と時刻 － 日付と時刻

日付と時刻 － タイム ・ ゾーン

言語

ネッ トワーク 設定*

IPv4静的経路*

IPv6静的経路*

ホスト *

ファイアウォール － IPv4フ ィルター一覧表

ファイアウォール － IPv4フ ィルター一覧表 － ルール

ファイアウォール － IPv6フ ィルター一覧表

ファイアウォール － IPv6フ ィルター一覧表 － ルール

IPSec （VPN）

SNMP － システム

SNMP － v1/v2/v3

認証 アプライアンス認証

認証サーバー － RADIUS

認証サーバー － TACACS+ 

認証サーバー － Kerberos

認証サーバー － NIS

認証サーバー － DSView

ユーザー ローカル ・ アカウン ト  － ユーザー名

ローカル ・ アカウン ト  － パスワードのルール

グループ － メンバー

グループ － ログイン ・ プロファイル

グループ － アクセス権 － シリアル

グループ － アクセス権 － 電源 － PDU*

ユーザー － グループ － アクセス権 － 電源 － コンセン ト *

ユーザー － グループ － アクセス権 － アプライアンス

 表 5 ： アプライアンス構成テンプレートがサポート されるページ （続き）

アプライアンス設定のメイン ・ ページ アプライアンス設定のサブページ



6        技術告示

イベン ト とログ イベン ト ・ リス ト

イベン ト送信先

データ ・ バッファ

アプライアンス ・ セッシ ョ ン

センサー

*これらのページは、 「アプライアンスの置き換え」 を実行する場合にのみ適用されます。 「アプライアン

スの置き換え」 操作を実行すると、 マスターおよびチェーンPDUの構成が復元されます。 構成テンプレート

を保存したときと同じ構成になっていることを確認して ください。  

 表 5 ： アプライアンス構成テンプレートがサポート されるページ （続き）

アプライアンス設定のメイン ・ ページ アプライアンス設定のサブページ
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